
■国づくりの自覚■ 

ほぼ週刊【松村拓也のメールマガジン】第 438号 

こんにちは、松村拓也です。 

E-Mailと Facebookで松村拓也の活動についてほぼ毎週お届けしています。 

名刺交換した方や、突然思い出した方にもお届けしますので、ご迷惑であればお知らせください。 

できれば勤務先でなく、個人のアドレスにお届けしたいので、ご連絡ください。 

ご意見、ご質問大歓迎です。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 
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1. ご挨拶とお誘い 

 

9/1 は、我が家の長男（草也君 39 才）が生まれたスペシャルデイなんですが、今年は関東大震災から 100 年目

ということで、衝撃的な報道が見受けられます。 

特に、9/2,3 に放映された NHK スペシャル「映像記録 関東大震災 ～帝都壊滅の三日間～ 前・後編」は衝

撃的で、火災の恐ろしさは先日のハワイの大火も相まって、身の毛がよだつ思いでした。 

また、別の番組では、熱海や鎌倉には地震発生から 10 分以内に津波が到達したことなどや、朝鮮人の虐殺事件

の多発など、これまであまり身近に感じられなかった震災がリアルに感じられるようになりました。 

でも、100周年という節目とはいえ、こうした情報がこれまで発信されてこなかったことの方が驚きです。 

新たに気付いたり出会ったときは、これまで気付かず出会わなかったことへの驚きと反省を忘れないようにし

たいと思いました。 

・ 

今週は本日 9/5と来週月曜 9/11以外は各所に出かけて作業します。 

9/6は終日墨田・京島で作業。 

9/7午前は横浜・関内で会議。 

9/8午後から出かけて松本泊。 

9/9昼頃松本・村井で式典参加。 

9/10終日横浜・反町で作業。 

なので、ご相談があれば事前にご連絡いただけますようお願いいたします。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 



2. ブログより：国づくりの自覚 

 

僕は、現状の日本に不満を持つ人に対し、その不満が解消された国を自分で作ることを提唱している。 

もしも日本を、その不満が解消された国に変えられるのならそうすればいいのだが、それができないあるいは

難しければ、どんなに小さくても良いから自分でやれば良いという意味だ。 

そして、その小さな実現を「小さな国」とすればいい。 

活動開始から 10年が経ち、自身も 66歳になった今、僕は残りの人生を国づくりに捧げたい。 

国づくり活動とは、決して僕の発明や実績ではなく、一つの気付きにすぎない。 

これまでも現在も、多くの人が各所で取り組んでいるコミュニティづくり、地域活性化、まちづくりが該当す

る。 

・ 

問題は、それらの取組が国づくりの自覚を持たず国づくりを目指していないことだ。 

そんなことは当然だとあなたは考えるかもしれない。 

そもそも「誰もが勝手に国づくりをすべき」という僕の発想の方が異常だと。 

だが、まさに僕の気付きは「どうして私たちは自分で国を作ろうと思わなくなったのだろう」に他ならない。 

1868 年 1 月 3 日、京都御所の御学問所にて明治天皇より勅令「王政復古の大号令」が発せられ、江戸幕府に代

わって新政府が成立した。 

以来 155年間、誰一人として新たな国を作った者はいない 

・ 

当時この現象は、日本だけでなく世界の各所で起きていた。 

大航海時代と産業革命を経た先進諸国が、世界の植民地化を競い合うようになり、国家は陣取り合戦の当事者

になってしまった。 

数と強さを競う列強諸国による支配から逃れるために、自らも列強となる道を選び、それを実現した。 

やがて、2度の世界大戦を経て、覇権を争う帝国主義時代は終わり、平和共存を模索する時代が始まった。 

なのに多様性の時代が、ロシアや北朝鮮を排除できず、戦争すらも内包している原因は、民主化の先送りが世

界にまん延するせいだ。 

そもそも民主社会とは、未実現の理想ではなく、ギリシャ時代から存在する人間社会の常識のはず。 

民主とは、構成員（民）が主権を持つという意味で極めて多様であり、基本的に存続を求めるものの、その規

模に関する規定はない。 

僕は、国家を民主化するのでなく、民主的社会単位を国と呼び、誰もが国づくりを自覚し、目指すべきだと気

が付いた。 

・ 

また一方で、民主的社会単位は、単相構造ではない。 

我々は日本の国民であると同時に、都道府県民や市町村民として地域社会に所属する。 

地方自治は、地域の多様性に対応する制度のはずなのに、一票の格差など自治体間の格差が問題化するのは多

様性に矛盾する。 

そもそも自治体の業務合理化のために町村合併が繰り返されるのは、完全に多様性と背反する。 

明治 22 年の町村大合併で 7 万以上の集落が 1 万 2 千に集約され、自治体数 1800 を下回る現状に至ったことを

考えれば、日本の近代化は、地域独自性抹殺の歴史に等しい。 

多様性の時代と言うならば、むしろ地域社会の分離独立が促進されるべきかもしれない。 

・ 

さらに加えて、官民の 2重構造も無駄だらけだ。 



民間から生まれた社会福祉に関するビジネスは、次々と補助金事業化され、無理と無駄が進行する。 

繰り返す災害復興や、コロナ禍への対応に巨額の公金がつぎ込まれるが、現場は疲弊し、資金は消えていく。 

「社会を支えるビジネス」を、集中画一化すべき分野と分散多様化すべき分野に分け、前者は国家による合理

化を促進し、後者は小さな国づくりを目指すべき。 

つまり、後者のビジネスを担う事業者は、小さな国づくりを担っている自覚を持つべきだ。 

ちなみに、ここで言う「社会を支えるビジネス」とは、「非営利ビジネス」のことを言う。 

今後の僕は、全ての「非営利ビジネス」に対して、国づくり担い手の自覚を促していくつもりだ。 

・ 

いろいろ飛び火してしまったが、今日言いたいことは「地域」を「国」と言い替えること。 

地域は国の一部分だが、国は世界の一部分。 

僕たちは、日本という国の一部分である前に、世界の一部分であると自覚しよう。 

「国」を「地域が所属する全体」でなく「世界の中の地域」と捉えることで、「地域づくり」を「国づくり」に

変換したい。 

これこそが、実行可能な変化（革命）だと、僕は思う。 

 

https://nanoni.co.jp/20230903-2/ 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

3. 今週の動向＋今後の予定（下記以外はすべて空いてます） 

【凡例】◎：要連絡、〇：要申込、×：一般参加不可 

 

■今週の動向 

（火）09/05 なのに（世田谷）作業日 

会議×：10-11時 一宮庵MTG（成城） 

会議×：20-21時 TAさんMTG（OL） 

（水）09/06 なのに（墨田）作業日 

   作業〇：09-12時 京島現地調査（京島） 

   会議〇：18-20時 京島MTG（京島） 

（木）00/07 なのに（各所）作業日 

   会議×：10-12時 HFA-MTG（横浜） 

（金）09/08 なのに（各所）作業日 

   宿泊×：21-07時 松本バックパッカーズ（松本） 

（土）09/09 なのに（松本）作業日 

 会議×：07-08時 RYUSENプロジェクト_2土（OL） 

交流×：11-13時 松本国際高校グラウンド落成式（松本） 

（日）09/10 なのに（各所）作業日 

 会議×：10-12時 100smiles定例会_2日（いづみ） 

 交流◎：12-18時 いづみ交流会_2日（いづみ） 

（月）09/11 なのに（世田谷）作業日 

 

■今後の予定 



09/11 会議×：18-20時 なのにMTG_2月（成城） 

09/12 会議〇：20-21時 LR定例会議_2火（OL） 

09/14 会議◎：17-19時 笑恵館運営会議_2木（笑恵館） 

09/15 交流◎：10-17時 いづみ交流会_3金（反町） 

09/16 交流◎：13-17時 よろず相談会_土（笑恵館） 

09/16 会議〇：10-12時 八島花文化財団理事MTG_3土（OL） 

09/16 交流〇：18-20時 住人食事会_4土（笑恵館） 

09/21 交流◎：13-18時 なるほどデイ_3木（笑恵館） 

09/21 交流◎：18-20時 持ち寄り食事会_3木（笑恵館） 

09/21 会議〇：20-22時 AR・Qミーティング_3木（OL） 

09/24 交流〇：10-14時 名栗の森 OSC例会_4日（飯能） 

09/26 会議〇：20-21時 LR定例会議_4火（OL） 

09/28 交流◎：10-12時 笑恵館 deシネマ_4木朝（笑恵館） 

09/28 会議◎：17-19時 笑恵館運営会議_4木（笑恵館） 

09/29 交流◎：19-21時 笑恵館 deシネマ_4木夜（笑恵館） 

10/08 会議×：10-12時 100smiles定例会_2日（いづみ） 

10/16 交流〇：未定 みんなの家交流イベント（大阪） 

 

松村の予定はこちらで随時公開しています。 

http://nanoni.co.jp/schedule 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

４．地主の学校・販売中 

 

拙著【地主の学校】はこちら 

https://www.bungeisha.co.jp/bookinfo/detail/978-4-286-23339-0.jsp 

セミナー、読書会など気軽にご相談ください。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

5．アクセスポイント 

 

松村拓也 

メール takuya@nanoni.co.jp 

携帯 090-9830-3669 

 

自宅： 

〒157-0073 東京都世田谷区砧 6-27-19笑恵館 

http://shokeikan.com/ 

 

主な所属団体： 

株式会社なのに（取締役・平社員） 

http://nanoni.co.jp/ 



一般社団法人日本土地資源協会（代表理事） 

http://land-resource.org/ 

特手非営利活動法人 HOME-FOR-ALL（事務局長） 

http://www.home-for-all.org/ 

一般社団法人地域社会圏研究所（事務局長） 

https://www.localrepubliclabo.com/ 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

6．このメルマガについて 

松村拓也とご縁のあった方に、日々の活動やブログ記事などの情報をほぼ毎週お届けします。 

参加希望、ご意見、ご質問など、何でもこのメールに返信してください。 

 

バックナンバーはこちら 

http://nanoni.co.jp/magazine/ 

メール配信をご希望の方はこちら 

http://eepurl.com/dHjgFX 

まぐまぐ版はこちら 

https://www.mag2.com/m/0001693746 

 


